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大
型
商
業
施
設
の
進
出

問
　

16
ha
の
広
大
な
農
地
を
除
外

し
て
の
新
都
心
ま
ち
づ
く
り
計

画
は
、
中
東
遠
全
体
の
農
業
発

展
の
シ
ナ
リ
オ
が
必
要
で
は
。

答

国
本
地
区
は
都
市
と
農
村
の

結
合
部
に
位
置
し
、
他
の
産
業

と
の
連
携
に
よ
っ
て
本
市
の
農

業
に
新
た
な
価
値
を
加
え
る
こ

と
が
で
き
る
絶
好
の
場
所
に
な

る
と
考
え
て
い
る
。
特
に
販
路

の
拡
大
や
他
産
業
と
の
連
携
に

よ
る
農
産
物
の
高
付
加
価
値
化

な
ど
へ
の
取
り
組
み
は
今
後
さ

ら
に
重
要
性
が
増
す
と
思
う
。

病
院
問
題

問
　

袋
井
市
は
、
人
口
増
加
、
結

婚
、
出
生
率
が
非
常
に
高
い
。

若
い
世
代
が
多
い
中
で
の
小
児

科
、
産
婦
人
科
の
対
策
は
。

答

国
等
は
、
小
児
科
・
産
婦
人

科
の
集
約
化
・
重
点
化
の
方
向

に
あ
る
。
重
点
化
の
対
象
に
な

り
得
る
た
め
に
も
、
ま
ず
は
医

師
確
保
の
面
で
努
力
し
た
い
。

警
察
署
設
置

問
　

規
模
・
場
所
選
定
に
は
、
中

東
遠
の
中
核
都
市
に
ふ
さ
わ
し

い
警
察
署
の
発
想
が
必
要
で
は
。

答

本
市
は
昔
か
ら
交
通
の
要
衝

で
あ
り
、
今
後
、
中
東
遠
の
中

心
的
な
役
割
を
果
た
す
よ
う
に

な
る
と
県
に
申
し
上
げ
て
い
る
。

永
田
勝
美
議
員

マ
ン
シ
ョ
ン
建
設
に
つ
い
て

問
　

地
域
と
の
あ
つ
れ
き
が
生
じ

て
い
る
が
、
市
は
ど
う
対
応
し

た
か
。

答

地
域
住
民
に
対
す
る
説
明
会

の
開
催
や
、
電
波
障
害
、
建
設

施
工
中
の
振
動
、
騒
音
、
交
通

事
故
等
の
防
止
に
つ
い
て
、
地

域
と
の
協
定
を
結
ぶ
よ
う
、
地

域
住
民
の
立
場
に
立
っ
て
事
業

者
に
対
し
て
指
導
し
て
き
た
。

問
　

紛
争
予
防
条
例
制
定
の
考
え

は
な
い
か
。

答

ご
提
案
の
条
例
に
つ
い
て
は
、

策
定
予
定
の
景
観
計
画
の
中
で
、

建
築
物
の
高
さ
や
壁
面
の
位
置

を
定
め
条
例
化
す
る
こ
と
や
、

都
市
計
画
の
中
で
建
物
の
高
さ

の
最
高
限
度
や
最
低
限
度
を
定

め
る
高
度
地
区
な
ど
、
各
種
制

度
を
踏
ま
え
研
究
し
た
い
。

問
　

ま
ち
づ
く
り
条
例
、
地
区
計

画
に
よ
り
、
規
制
・
誘
導
が
必

要
で
は
な
い
か
。

答

現
在
本
市
で
は
、
良
好
な
市

街
地
の
誘
導
を
行
う
地
区
計
画

を
14
地
区
で
定
め
、
う
ち
13
地

区
で
高
さ
制
限
を
規
定
し
、
良

質
な
ま
ち
づ
く
り
に
努
め
て
い

る
。
し
か
し
、
地
区
計
画
を
定

め
て
い
な
い
地
域
も
あ
る
の
で
、

今
後
も
地
域
の
皆
様
と
と
も
に
、

各
地
区
の
特
徴
を
踏
ま
え
た
地

区
計
画
を
推
進
し
た
い
。

高
橋
美
博
議
員

新たなにぎわいづくりが検討されている国本地区

地区計画が定められている祢宜弥地区


